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「郵送世論調査に関する調査研究（平成 29 年度）」 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の概要 

調査名 国民生活に関する郵送世論調査 国民生活に関する世論調査 

 本書での名称 「郵送調査」 「面接調査」 

調査目的 現在の生活や今後の生活についての意

識、家族・家庭についての意識など、国

民の生活に関する意識や要望を種々の

観点でとらえ、広く行政一般の基礎資料

とする。また、世論調査の調査手法の検

討に資する。 

現在の生活や今後の生活についての意

識、家族・家庭についての意識など、国

民の生活に関する意識や要望を種々の

観点でとらえ、広く行政一般の基礎資料

とする。 

調査項目 （１）現在の生活について 

（２）今後の生活について 

（３）生き方、考え方について 

（４）政府に対する要望について 

（５）調査に関するアンケート 

（１）現在の生活について 

（２）今後の生活について 

（３）生き方、考え方について 

（４）政府に対する要望について 

調査対象  

(１)母集団 全国 18 歳以上の日本国籍を有する者 

(２)標本数 3,000 人 10,000 人 

(３)抽出方法 層化２段無作為抽出法 

調査時期 平成 29 年６月 30 日（金） 

～７月 31 日（月） 

平成 29 年６月 15 日（木） 

～７月２日（日） 

調査方法 郵送法 調査員による個別面接聴取法 

調査実施機関 株式会社ＲＪＣリサーチ 一般社団法人中央調査社 

回収結果 有効回収数（率） 1,995 人（66.5％） 

※本人の意見で回答されたものを有効票と
した。なお、白紙を除く回収数（率）は
2,083 人（69.4％） 

有効回収数（率）6,319 人（63.2％） 
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２ 調査票の設計 

基本的には面接調査と同一の質問としたが、郵送調査であることを考慮し、過去に実施した郵送調査

に準じて、一部の質問やレイアウトを変更した。 

 

(１) 挨拶文書の簡略化 

・ 事前に依頼はがき（圧着はがき形式）を郵送していることから、調査票の発送時には封入物を減らす

ために、調査票の冒頭に簡略化した挨拶文を記載し、挨拶のみの文書は作成を見送った。 

(２) レイアウトの変更 

・ 二段編集にすることで、調査票のページ数を削減した。 

・ 線や囲みをできる限り減らすことで、分岐質問の矢印が目立つようにした。 

・ 質問文をゴシック、選択肢を明朝（選択肢番号はゴシック）とすることで、質問文と選択肢の違いを明

確化した。 

・ 回答選択肢はすべて一列に並べ、二段組みにならないようにした。 

(３) 表記の変更 

・ 問番号における「Q、SQ、F」など調査対象者になじみのない文字は使用せず、フェイス項目も含め

て「問」に統一し、全て連番とした。 

(４) 選択肢の掲載順 

・ 複数選択の質問である「政府に対する要望」は選択肢が 32 個となっており、選択肢の順序による回

答への影響が懸念されたため、面接調査と同じ順序である調査票 A（色はピンク）と「その他」以外の

順序を逆にした調査票 B（色はブルー）の２種類を作成した。調査対象者はいずれか一方に回答す

ることとし、調査地点ごとに概ね同数となるように送付した。 

(５) フェイス項目の変更 

・ 調査対象者が職業を正しく分類することは難しいと判断し、「職業」を廃止し、「従業上の地位」と「無

職」の内訳区分の統廃合を行った。 

(６) アンケート項目の追加 

・ 面接調査と異なり、本人確認ができないため、「調査の回答者」に関する項目を追加した。 

・ 今後の調査票設計の参考とするため、「調査の答えやすさ」、「質問数のボリューム感」、「回答に要し

た時間」などに関する項目を追加した。 

(７) その他 

・ 返信用封筒は、郵便ポストへの投函を考慮し、長３サイズとした。また、調査票１面には、封筒に入れ

るための三つ折り用の目印を記載した。 

・ 調査票の末尾に「調査についての意見・要望等」の自由記入欄を設けた。 

・ 調査票は、A３用紙二つ折りの中とじとし、最終ページは空白とした。 
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３ 実査の手順 

(１) スケジュール 

地点抽出 平成 29 年４月 26 日（水）～５月 11 日（木） 

対象者抽出 平成 29 年６月１日（木）～22 日（木） 

依頼はがき投函 平成 29 年６月 23 日（金） 

調査票投函 平成 29 年６月 30 日（金） 

実査日 平成 29 年６月 30 日（金）～７月 31 日（月） 

調査票に記載した提出期限 ７月 31 日（月） 

調査票の最終締切 ８月 18 日（金）到着 

督促はがき投函 平成 29 年７月 24 日（月） 

 

(２) 実査の詳細 

ア 対象者の抽出 

全国 210 地点から 3,000 標本を住民基本台帳から抽出した。 

なお、210 地点のうち 96 地点は、面接調査と同一の市区町村であった。 

イ 依頼はがきの発送 

調査票を発送する１週間前に、調査対象者へ依頼はがき（面接調査に準じた圧着はがき形式）を

郵送した。 

ウ 調査票の発送 

調査票は、送信用封筒（角２サイズ、料金別納郵便）にて、郵送配布した（拒否の連絡があった３件

を除く 2,997 件）。封入書類は以下のとおり。 

・調査票Ａ又は調査票Ｂ 

・返信用封筒（長３サイズ、料金後納郵便） 

・記入用ボールペン１本 

エ 督促はがきの発送 

提出期限の１週間前に、未返信者に対して督促はがきを郵送した（1,399 件）。 

オ 謝礼の発送 

調査終了後の８月下旬に、調査票の返信があった対象者へ礼状と謝礼（500 円相当のクオカード）

を郵送した。 
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４ 実査の結果 

(１) 調査票の回収状況 

ア 有効回収数（率） 1,995 票（66.5％） 

イ 内訳 

設計数 
発送数

※１ 
返送数 

有効 
回収数 

※２ 
不能数 

    
未発送

※１ 
未返送 白票 代理 

回答等
※２ 

3,000 2,997 2,089 1,995 1,005 3 908 6 88 

※１ 依頼はがき郵送後、拒否の連絡があった３件には、調査票の発送を控えた。 

※２ 問 30（今回の調査にご回答いただいたのは、どなた様ですか）において、「郵便宛名のご本人

様」及び「ご本人様のご意見を代理の方が記入」との回答を有効票とし、「代理の方（代理の方のご

意見を記入）」及び「無回答」は無効票とした。 

（２） 日別返送数 

８月 18 日（金）までに白票及び無効票を含め、2,089 票の返送があった。 
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書
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上
の
締
切

最
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6/30 7/1 7/2 7/3 7/4 7/5 7/6 7/7 7/8 7/9 7/10 7/11 7/12 7/13 7/14 7/15 7/16 7/17 7/18 7/19
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

回収数 0 0 0 0 4 16 155 236 0 0 407 219 101 91 74 0 0 0 150 15
累計 0 0 0 0 4 20 175 411 411 411 818 1037 1138 1229 1303 1303 1303 1303 1453 1468

割合(※1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 1.0 8.4 19.7 19.7 19.7 39.2 49.6 54.5 58.8 62.4 62.4 62.4 62.4 69.6 70.3
日数(※2) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

回収数 46 35 0 0 48 33 40 32 43 0 0 127 91 57 32 11 0 0 12 5
累計 1514 1549 1549 1549 1597 1630 1670 1702 1745 1745 1745 1872 1963 2020 2052 2063 2063 2063 2075 2080

割合(※1) 72.5 74.2 74.2 74.2 76.4 78.0 79.9 81.5 83.5 83.5 83.5 89.6 94.0 96.7 98.2 98.8 98.8 98.8 99.3 99.6
日数(※2) 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

8/9 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/15 8/16 8/17 8/18
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

回収数 3 3 0 0 0 1 1 1 0 0
累計 2083 2086 2086 2086 2086 2087 2088 2089 2089 2089

割合(※1) 99.7 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 100.0 100.0 100.0 100.0
日数(※2) 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

※1 総回収数に占める割合（％）
※2 調査票発送からの日数
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調査票発送５日目から返送が始まり、１回目のピークは 11 日目の７月 10 日（月）で 407 件。２回目の

ピークは、19 日目の７月 18 日（火、3 連休明け）で 150 件、３回目のピークは、32 日目で調査票に記載

した締切日でもある７月 31 日（月）の 127 件であった。 

 

（３） 過去に実施した郵送調査との比較 

調査票の返送状況について、平成 25 年度、26 年度に実施した社会意識に関する世論調査（郵送

調査）（以下「社会意識郵送調査」という。）と比較してみると、調査票発送から 14 日目までは同様であ

ったが、15 日目以降は返送数が落ち込み、最終的な返送数は 200 票以上の差がついた。 

今回の調査では、督促用の調査票を用いない代わりに調査期間を長めに設定しており、調査票に記

載した提出締切日は、調査票発送から 32 日目（社会意識郵送調査の約２倍）としていた。提出締切日

時点での返送数を比べると、今回調査（1,963 票）が社会意識郵送調査（25 年度 1,692 票、26 年度

1,693 票）を上回っていたことから、調査期間を長めに設定したことの効果が表れたと考えられるが、15

日目以降の返送数の落ち込みは、期間を長めに設定したことで、「まだ締切りまで余裕がある」という心

理が働き、逆に返送意欲を失わせてしまった可能性が考えられる。 

また、返送用封筒についても、社会意識郵送調査では、調査票を折らないで封入できる角２封筒を

用いたが、今回調査では、投函までの持ち運びの容易性とコストカットの面から長３封筒を用いた。長３

封筒を用いたことで、調査票を３つ折りする手間が発生し、これを負担に感じてしまった可能性も考えら

れる。 

なお、提出締切日（社会意識郵送調査では督促調査票の提出締切日）以降の返送数については、

いずれも締切日から３日間程度がピークであり、以降は極端にペースが下がっていた。今回調査では

提出締切日から最終締切日まで約 20 日間と設定していたが、郵送調査としての運用面を考慮すると、

最終締切日は提出締切日の１週間後程度に設定するのが妥当と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調査票発送日 平成29年6月30日 ( 1) 平成27年2月4日 ( 1) 平成26年2月5日 ( 1)

督促はがき 7月24日 (25) 2月18日 (15) 2月19日 (15)

調査票提出締切日 7月31日 (32) 2月20日 (17) 2月21日 (17)

督促調査票発送日 － 2月26日 (23) 2月27日 (23)

督促調査票提出締切日 － 3月9日 (34) 3月5日 (29)

最終締切日 8月18日 (50) 3月16日 (41) 3月10日 (34)
注） カッコ内の数字は、調査票発送日からの日数

「社会意識」（26年度） 「社会意識」（25年度）今回調査
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調査票発送からの日数 注1) 白票及び無効票を含む返送数

注2) 休日明けに届いた調査票は、休日を含めて均等割りしている。

「社会意識」（25年度）

「社会意識」（26年度）

「国民生活」（29年度）

注3) 「社会意識」は2月上旬から実施、「国民生活」は6月末から実施。

督促調査票提出期限（25年度）

督促調査票提出期限（26年度）


